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退職者連合は、8月 25日に開催された第 1回幹事会において承認された第 24回定期総会議案（コロナ禍対応

で書面審議）「2020年度政策・制度要求」・「低所得高齢単身女性問題に関する要求」、および「コロナ禍で見えた

ジェンダー平等に関する要請」をもって、関係省庁・政党への要請行動を実施しました。8月 26日の財務省を皮

切りに、27日内閣府、9月1日厚生労働省、3日国土交通省に、それぞれ要請書を手交し、現段階での回答を得た

後、質疑を行いました。政党関係は 8月26日国民民主党、31日立憲民主党、9月2日社会民主党の各党に、退職

者連合の政策・制度要求を説明し、協力要請と意見交換を行いました。 

（各省庁の回答および政党との意見交換については退職者連合ホームページに掲載します。） 

退職者連合政策・制度要求 関係省庁・政党に要請行動 を実施 

初めて財務省に税制政策についても 

 

８
月
27
日
（
木
）、
男
女
平
等
参
画

推
進
委
員
会
石
原
委
員
長
、
野
田
事

務
局
長
、
本
村
常
任
幹
事
の
参
加
で

内
閣
府
要
請
行
動
を
実
施
し
、
伊
藤

審
議
官
（
男
女
共
同
参
画
局
担
当
）

に
「
低
所
得
高
齢
単
身
女
性
問
題
に

関
す
る
要
求
」
お
よ
び
「
コ
ロ
ナ
禍

で
見
え
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
関

す
る
要
請
」
書
を
手
交
し
ま
し
た
。 

（
後
日
）
要
請
内
容
に
対
す
る
文
書

に
よ
る
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

冒
頭
、
人
見
会
長
は
今
回
は
じ

め
て
税
制
政
策
で
財
務
省
に
要
請

す
る
機
会
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に

謝
意
を
表
し
ま
し
た
。
続
い
て
事

務
局
か
ら
不
公
平
税
制
の
是
正
や

所
得
の
再
分
配
な
ど
要
請
の
趣
旨 

 

対

財

務

省

要

請 

を
説
明
し
、
財
政
健
全
化
に
は
応

能
負
担
原
則
に
立
っ
た
課
税
努
力

で
歳
入
不
足
を
補
強
す
る
必
要
が

あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

財
務
省
か
ら
は
所
得
税
関
連

で
、「
所
得
が
１
億
円
を
超
え
る
と

税
の
負
担
率
が
下
が
る
こ
と
に
は

問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る
」「
年
金

課
税
で
は
担
税
力
の
あ
る
人
に
対

す
る
控
除
の
あ
り
方
を
見
直
す
必

要
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
な
ど

の
回
答
が
あ
り
、
法
人
税
関
連
で

は
「
税
率
の
引
き
下
げ
競
争
を
続

け
れ
ば
財
政
が
立
ち
行
か
な
く
な

る
。
各
国
も
同
様
の
状
況
だ
と
思

う
」「
租
税
回
避
を
防
止
す
る
重
要

性
を
認
識
し
て
毎
年
手
当
て
し
て

い
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
対
策
も
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
で
議
論
を
進
め
て
い
る
」。 

 

 

８
月
26
日
（
水
）、
財
務
省
要
請

行
動
を
行
い
ま
し
た
。
財
務
省
側
は

主
税
局
調
査
課
、
同
税
制
第
一
課
お

よ
び
同
税
制
第
三
課
の
担
当
官
が

対
応
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
消
費
税
に
つ
い
て
は
「
軽
減
税

率
は
痛
税
感
を
緩
和
で
き
る
の
で
導

入
し
た
。
給
付
つ
き
税
額
控
除
は
所
得

や
資
産
の
把
握
が
難
し
い
の
で
採
用

し
な
か
っ
た
」
な
ど
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。 

上段中央( 下段右)から主税局税制第三課平川

祥弘課長補佐、同第一課日向寺裕芽子課長補佐、

同調査課田中雅敏課長補佐。退連からは、人見会

長、早川副事務局次長、川端常任幹事、野田事務

局長（撮影） 

対

内

閣

府

要

請 

伊藤 信大臣官房審議官（男女共同参画局担当）

に石原委員長から要請書を手交。 隣は黒木理

恵調査課長 
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厚
生
労
働
省 

 

８
月
26
日
、
国
民
民
主
党
泉
政
調
会

長
・
大
島
副
代
表
、
８
月
31
日
、
立
憲

民
主
党
枝
野
代
表
・
逢
坂
政
調
会
長
・

辻
元
幹
事
長
代
行
・
石
橋
参
議
院
議

員
、
さ
ら
に
９
月
２
日
に
は
社
会
民
主

党
福
島
党
首
・
吉
川
副
党
首
（
政
審
会

長
）・
吉
田
幹
事
長
に
そ
れ
ぞ
れ
「
２
０

２
０
年
度
政
策
・
制
度
要
求
」
の
説
明

を
行
い
、
年
金
・
医
療
・
介
護
、
低
所

得
高
齢
単
身
女
性
問
題
、
コ
ロ
ナ
禍
で

見
え
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
問
題
な
ど

に
つ
い
て
協
力
要
請
を
行
い
ま
し
た
。 

が
対
応
し
ま
し
た
。 

 

 

国
土
交
通
省
は
低
所
得
高
齢
単

身
女
性
問
題
に
関
し
て
、「
住
宅
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
法
に
よ
る
登

録
は
着
実
に
進
ん
で
お
り
８
月
末

で
６
万
８
千
件
（
審
査
中
を
含
め

る
と
16
万
４
千
件
）
と
な
っ
て
い

る
」「
身
寄
り
の
な
い
単
身
者
の
入 

 

居
保
証
人
の
免
除
に
つ
い
て
は
、

所
管
の
公
共
団
体
に
運
用
の
改

善
を
要
請
し
て
お
り
、
一
定
の
進

捗
が
み
ら
れ
る
」
な
ど
と
回
答
し

ま
し
た
。
地
域
公
共
交
通
の
充
実

に
つ
い
て
は
、「
移
動
に
制
約
の

あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
地
域
公
共

交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
法
に

従
っ
て
国
と
地
方
が
連
携
し
、
街

づ
く
り
と
一
体
の
も
の
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
」「
軽
井
沢
貸

切
ス
キ
ー
バ
ス
事
故
を
契
機
と

し
て
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
２

０
に
お
い
て
、
民
間
の
貸
切
バ
ス

適
正
化
機
関
と
連
携
し
、
貸
切
バ

ス
事
業
の
適
正
化
を
推
進
す
る

こ
と
と
し
た
」
な
ど
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

国
民
民
主
党
・
立
憲
民
主
党
・
社
会
民
主
党
へ
協
力
要
請 

障
制
度
に
関
わ
る
現
在
の
考
え
方

な
ど
に
つ
い
て
、
退
職
者
連
合
の
要

求
項
目
ご
と
に
回
答
が
示
さ
れ
ま

し
た
。（
回
答
の
詳
細
は
退
職
者
連

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
） 

 

そ
の
中
で
ケ
ア
労
働
の
女
性
へ
の

偏
り
に
つ
い
て
は
「
男
性
が
家
事
・

育
児
に
参
加
す
る
こ
と
は
重
要
で

あ
り
、『
男
性
の
家
事
・
育
児
等
参
加

応
援
事
業
』
で
男
性
の
意
識
改
革
を

目
的
と
し
た
啓
発
活
動
を
実
施
し

て
い
る
」、
自
粛
生
活
で
Ｄ
Ｖ
被
害

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て

は
「
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
新

た
な
相
談
窓
口
と
し
て
『
Ｄ
Ｖ
相
談

ブ
ラ
ス
』
を
開
始
し
て
お
り
、
24
時

間
の
電
話
相
談
対
応
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相

談
・
メ
ー
ル
相
談
対
応
も
行
っ
て
い

ま
す
」
な
ど
と
回
答
し
て
い
ま
す
。 

 

９
月
３
日
（
木
）、
人
見
会
長
、

野
田
事
務
局
長
、
早
川
副
事
務
局

長
、
都
市
交
通
連
絡
協
議
会
塩
田
議

長
の
参
加
で
国
土
交
通
省
要
請
行

動
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

国
土
交
通
省
か
ら
は
住
宅
局
安

心
居
住
推
進
課
、
同
住
宅
総
合
整
備

課
、
総
合
政
策
局
交
通
対
策
課
、
自

動
車
局
安
全
政
策
課
の
各
担
当
官 

対
厚
生
労
働
省
要
請 

い
て
き
た
兆
し
も
あ

り
、
雇
用
情
勢
も
雇

調
金
の
活
用
に
よ
っ

て
危
機
的
な
事
態
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

改
め
て
社
会
保
障
の

施
策
遂
行
に
戻
っ
て

行
き
た
い
し
、
そ
の

際
に
は
み
な
さ
ん
の

要
請
に
も
心
し
て
対

応
し
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。 

 

そ
の
後
部
屋
を
移

動
し
、
関
係
部
局
の

担
当
官
か
ら
社
会
保 

 

９
月
１
日
（
火
）、
厚
生
労
働
省

要
請
行
動
を
行
い
、山
田
総
括
審
議

官
に
要
請
書
を
手
交
し
ま
し
た
。冒

頭
の
挨
拶
に
お
い
て
、人
見
会
長
は

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
国
民
の
命
、暮
ら

し
を
守
る
た
め
に
尽
力
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
謝
意
を
表
し
た
上
で
、年

金
・
医
療
・
介
護
は
財
源
難
だ
が
、

制
度
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
な
改
革
を
進
め
て
ほ
し
い
と

要
請
し
ま
し
た
。こ
れ
に
対
し
山
田

総
括
審
議
官
は
、「
社
会
保
障
関
連

の
施
策
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
た

矢
先
に
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
人
を

取
ら
れ
て
十
分
な
対
応
が
で
き
な

か
っ
た
。漸
く
感
染
者
数
も
落
ち
着 

対
国
土
交
通
省
要
請 

中
央
は
厚
生
労
働
省

山
田
雅
彦
総
括
審
議
官 

国土交通省総合政策局中村広樹交通政策

課長に要請書を手交 

国
民
民
主
党
（
旧
）
へ 

 

立憲民主党（旧）へ   社会民主党へ 


